
継承すべきSFTレガシー

ポストスポーツ・フォー・トゥモロー推進事業
事業趣旨・目的

2024パリ大会や2026年アジア競技大会（愛知・名古屋）に
向け、スポーツを通じた日本のプレゼンスの発揮、国内外の
SDGs目標達成への貢献のため、オリパラレガシーとしてのポスト
SFT事業を推進。一貫したメッセージを発信し、各団体の活動を
支えるためのSFTネットワーク活動を推進し、スポーツ国際協力
に必要な官民協力体制を構築するとともに、日本の学校体育の
知見共有やNF/JOC・JPC連携（アーバンスポーツ・バーチャル
スポーツ等）、スポーツを通じたジェンダー平等や共生社会の実
現にかかる取組、パラスポーツ支援など日本の強みを生かした
SFTレガシーリーディング事業を実施する。
件数：１箇所×約1.8億円（予定）
事業期間：令和４年度～令和８年度（予定）

 世界中の国々を対象に、新たにあらゆる人々700万人へ
の裨益を目標に、スポーツを通じた国際交流・協力を推
進する。

 SFTの取組みを国内還元し、スポーツを通じた社会課題
解決等のスポーツSDGsの取組に貢献する。（オリパラレ
ガシーとしてのSFTの国内還元）

活動目標

事業概要

  令和4年度予算額 178,230千円
（ 新 規 ）

2020年東京大会の開催国として、スポーツを通じた国際協力及び交流等に官民協力で取り組んできた「スポーツ・フォー・トゥモロー（SFT）」プログラムによるレガシー（裨
益者数：204か国・地域、約1,200万人）を発展させ、国際的に日本のスポーツの存在感を示すとともに、国際的な課題である持続可能な開発目標（SDGs）の達成
に貢献するため、官民協力による取組を先導し、成果を国内還元する「スポーツ・フォー・トゥモロー・ネクスト（仮称）」プログラムを実施する。

国内動向・国際的潮流とSFTレガシー

スポーツを通じた健康増進・体力向上

クリーンでフェアな世界の実現

スポーツを通じた地域社会
再生・地域活性化

スポーツを通じた人材育成・人的交流

共生社会の実現（ダイバーシティ）
ジェンダー平等・青少年の参加

♪

国
（スポーツ庁） 委託 民間団体

Society 5.0 と
デジタルトランスフォーメーション

ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ

革新的イノベーション

カーボンニュートラル

地方創生

包摂的社会

国内動向

SDGsアクションプラン
2021
 SDGs達成に向けた
取り組みの遅れへの懸念

 行動の10年
 経済と環境の好循環のある
ウィズ・コロナ、ポスト・コロナの
時代実現のための社会全体
の行動変容

国際的潮流
MINEPS VIカザン行動計画
スポーツにおける国際的重要
課題の議論と実行指向型の提言

スポーツ・フォー・オール

持続可能な開発と平和のための
スポーツ

スポーツ・インテグリティの保護

運営委員会

スポーツ庁 外務省

JICAJSC

大学

国際関
連団体

JPC 国際大会
組織委

JSPO JADA

JOC

NGO/
NPO

コンソーシアム

民間
企業

国内スポーツ
関連団体 地方公

共団体

○ スポーツ×人材育成・人的交流

○ スポーツ×地域社会再生（環境・防災・復興）
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